
三

専
攻
学
科
目　

ド
イ
ツ
中
世
史

生　

年　

月　

昭
和
三
六
年　

二
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
八
年　

三
月 

北
海
道
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業

同　

六
一
年　

三
月 
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同　

六
二
年
一
〇
月 
西
ド
イ
ツ
・
ボ
ン
大
学
留
学
（
平
成
二
年
三
月
ま
で
）

平
成　

三
年　

四
月 
北
海
道
大
学
文
学
部
助
手

同　
　

六
年　

四
月 

東
海
大
学
文
学
部
専
任
講
師

同　

一
一
年　

四
月 

東
海
大
学
文
学
部
助
教
授

同　

一
九
年　

四
月 

東
海
大
学
文
学
部
准
教
授

同　

二
一
年　

四
月 

東
海
大
学
文
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
三
年　

三
月 

博
士
（
文
学
）

同　

二
三
年　

九
月 

ウ
ィ
ー
ン
大
学
オ
ー
ス
ト
リ
ア
史
研
究
所
客
員
研
究
員
（
平
成
二
四
年
一
月
ま
で
）

同　

二
四
年　

一
月 

ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
比
較
中
世
史
研
究
所
客
員
研
究
員 

（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

三み

佐さ

川が
わ　

亮あ
き　

宏ひ
ろ



一
二

博
士
（
文
学
）
三
佐
川
亮
宏
氏
の
『
ド
イ
ツ
史

の
始
ま
り
―
中
世
ロ
ー
マ
帝
国
と
ド
イ
ツ
人
の

エ
ト
ノ
ス
生
成
―
』
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　

本
書
『
ド
イ
ツ
史
の
始
ま
り
』（
創
文
社
、
二
〇
一
三
年
二
月
）
は
、
副
題
「
中

世
ロ
ー
マ
帝
国
と
ド
イ
ツ
人
の
エ
ト
ノ
ス
生
成
」
が
示
す
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
人

と
い
う
民
族
集
団
（
エ
ト
ノ
ス
）
が
自
ら
を
「
ド
イ
ツ
の
民
」
と
認
識
し
、
ま

た
異
邦
の
民
に
よ
っ
て
も
そ
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
始
め
た
の
は
、
歴
史
の
ど
の

時
点
で
あ
っ
た
の
か
を
、
年
代
記
、
詩
作
品
、
国
王
文
書
、
教
皇
文
書
な
ど
の

多
様
な
類
型
の
史
料
の
証
言
を
、
丹
念
に
突
き
合
わ
せ
、
あ
る
い
は
推
論
の
糸

を
た
ぐ
り
、
あ
る
い
は
統
合
を
重
ね
な
が
ら
、
ひ
と
つ
の
説
得
的
な
結
論
を
提

示
す
る
の
に
成
功
し
た
優
れ
た
業
績
で
あ
る
。

　

本
書
は
序
章
と
終
章
を
含
め
全
体
で
一
三
章
、
三
部
構
成
を
な
し
て
い
る
。

第
一
部
「
政
治
＝
国
制
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
「
ド
イ
ツ
史
の
始
ま
り
」」

に
お
い
て
、
ま
ず
著
者
は
ド
イ
ツ
人
問
題
を
エ
ト
ノ
ス
論
の
視
点
か
ら
考
察
し

よ
う
と
す
る
と
き
留
意
す
べ
き
様
々
の
基
本
的
概
念
の
、
ド
イ
ツ
中
世
史
学
界

に
お
け
る
革
新
の
様
相
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
格
は
一
九
七
〇
年
代
ま

で
の
学
界
の
通
念
を
書
き
替
え
た
Ｋ
・
Ｆ
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
所
説
で
あ
る
。

　

そ
の
骨
格
は
、
カ
ロ
リ
ン
グ
国
家
に
お
い
て
一
見
す
る
と
部
族
の
分
布
に
対

応
す
る
形
で
創
設
さ
れ
た
行
政
区
画
と
し
て
の
大
公
領
こ
そ
が
、
そ
の
枠
組
を

基
礎
に
し
て
各
民
族
集
団
が
生
成
さ
れ
て
行
く
母
体
と
な
っ
た
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
人
エ
ト
ノ
ス
の
生
成
過
程
は
、
大
公
領
を
枠
組
と
し
た
こ
れ
ら

新
た
に
ゲ
ン
ス
化
さ
れ
た
集
団
の
成
員
が
、
自
ら
を
「teutonici

」
と
し
て
共

属
意
識
を
結
晶
化
さ
せ
る
過
程
の
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
「
ド
イ
ツ
史
の
始
ま

り
」
の
始
点
を
、
八
四
三
年
の
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
条
約
の
時
期
に
設
定
す
る
。

　

そ
の
の
ち
分
析
の
基
軸
は
ド
イ
ツ
語
を
意
味
す
るlingua teutonica

、
こ
れ

を
使
用
す
る
ド
イ
ツ
人teutonici

の
概
念
が
い
か
に
成
熟
し
、
社
会
に
浸
透
し

て
い
っ
た
か
を
一
〇
、
一
一
世
紀
の
歴
史
記
述
や
文
書
の
な
か
に
探
る
こ
と
に

お
か
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
著
者
が
注
意
を
喚
起
す
る
の
はlingua 

theodisca

な
る
言
葉
の
意
味
論
的
展
開
で
あ
る
。
八
世
紀
後
半
の
記
録
に
も
散

見
さ
れ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
フ
ォ
ル
ク
の
言
葉
」
で
あ
り
、
い

ま
だ
「
ド
イ
ツ
語
」
と
し
て
のlingua teutonici

に
結
晶
化
す
る
以
前
の
状
態

を
指
し
て
い
た
。
オ
ッ
ト
ー
一
世
の
ロ
ー
マ
で
の
皇
帝
戴
冠
ま
で
の
ザ
ク
セ
ン

朝
の
支
配
体
制
に
、
著
者
は
「
フ
ラ
ン
ク
＝
ザ
ク
セ
ン
王
国
」
の
名
を
冠
し
、

ド
イ
ツ
王
国
は
こ
の
段
階
で
も
未
成
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
部
「「
ド
イ
ツ
人
」
と
「
ド
イ
ツ
人
の
王
国
」」
は
、
オ
ッ
ト
ー
一
世
か

ら
オ
ッ
ト
ー
三
世
の
治
世
に
か
け
て
の
政
治
史
的
過
程
の
考
察
と
合
わ
せ
て
、

そ
れ
ま
で
全
く
未
知
の
要
素
で
あ
っ
た
「
ド
イ
ツ
」
と
い
う
名
辞
が
出
現
す
る



一
一

プ
ロ
セ
ス
が
検
討
の
焦
点
と
な
る
。

　

す
な
わ
ち
ク
レ
モ
ナ
司
教
リ
ウ
ト
プ
ラ
ン
ド
が
、
九
六
五
年
に
初
め
て
皇
帝

文
書
に
お
い
て
「
ド
イ
ツ
人
」
の
意
味
でteutonici

を
用
い
た
証
書
を
起
草
し

た
。
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
・
イ
タ
リ
ア
か
ら
他
者
認
識
の
表
現
と
し
て
、
ア
ル
プ
ス

以
北
の
オ
ッ
ト
ー
支
配
下
の
民
を
指
称
す
る
言
葉teutonici

が
発
せ
ら
れ
、
や

が
て
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
緩
や
か
に
北
に
浸
透
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
他
方

で
ア
ル
プ
ス
以
北
で
も
、「
ド
イ
ツ
人
」
観
念
の
生
成
は
、
潜
勢
的
要
素
と
し

て
静
か
に
醗
酵
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
の
は
ザ
ク
セ
ン
人
修
道
士

ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
の
ブ
ル
ー
ノ
が
書
き
残
し
た
作
品
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
ノ
の

言
説
を
分
析
す
る
部
分
は
、
本
書
中
の
白
眉
と
云
え
る
。
ザ
ク
セ
ン
人
ブ
ル
ー

ノ
を
し
て
「teutonici

＝
ド
イ
ツ
人
」
を
焦
点
化
せ
し
め
た
の
は
、
彼
の
イ
タ

リ
ア
体
験
で
あ
っ
た
と
著
者
は
云
う
。
オ
ッ
ト
ー
一
世
は
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の

王
た
ち
の
よ
う
に
ロ
ー
マ
皇
帝
と
し
て
戴
冠
さ
れ
た
。
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
王
た

ち
が
イ
タ
リ
ア
を
あ
く
ま
で
「
下
王
国
」
と
位
置
づ
け
た
の
と
異
な
り
、
オ
ッ

ト
ー
諸
王
は
ア
ル
プ
ス
南
北
の
政
治
的
統
合
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

オ
ッ
ト
ー
三
世
の
時
代
に
著
し
く
顕
著
と
な
る
。
皇
帝
が
「
南
」
の
地
か
ら

「
北
」
を
遠
隔
操
作
し
た
結
果
、
ア
ル
プ
ス
を
挟
む
「
北
」
＝
「
中
心
」
と
、「
南
」

＝
「
周
縁
」
の
従
来
の
力
関
係
は
こ
こ
に
逆
転
し
、
今
度
は
「
ロ
ー
マ
帝
国
」

が
「
フ
ラ
ン
ク
人
の
王
国
」
を
そ
の
内
部
に
吸
収
・
融
解
す
る
様
相
を
呈
し
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
支
配
実
践
・
統
治
構
造
の
短
期
間
で
の
劇
的
と
も
言
う

べ
き
変
化
は
、
都
市
ロ
ー
マ
と
教
皇
領
に
限
定
さ
れ
て
い
た
ロ
ー
カ
ル
な

「
ロ
ー
マ
帝
国
」
概
念
の
拡
大
を
促
す
方
向
へ
作
用
し
、
他
方
「
帝
国
の
諸
分

国
構
造
」
を
克
服
す
る
こ
と
な
く
捻
れ
た
形
で
展
開
さ
れ
た
政
策
は
、
期
せ
ず

し
て
も
う
一
つ
の
落
と
し
子
を
齎
し
た
。「
ド
イ
ツ
人
」
な
る
名
辞
の
受
容
が

そ
れ
で
あ
る
。

　

第
三
部
「
ロ
ー
マ
帝
国
を
担
う
ド
イ
ツ
人
」
で
は
、
こ
の
よ
う
に
主
客
転
倒

し
た
と
も
形
容
し
う
る
オ
ッ
ト
ー
朝
の
帝
権
的
王
権
政
治
の
力
点
の
変
化
が
、

王
権
を
初
め
と
す
る
聖
俗
の
支
配
層
の
意
識
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら

し
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
ド
イ
ツ
人
、
ド
イ
ツ
王
国
意
識
と
し
て
結
晶
化

し
た
か
が
探
究
さ
れ
る
。
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
が
ロ
ー
マ
教
皇
権
力
と

ド
イ
ツ
王
権
が
対
峙
し
た
叙
任
権
闘
争
で
あ
っ
た
。
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世

が
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
と
対
決
し
た
初
期
の
局
面
の
頃
に
、
ケ
ル
ン
の
逸
名

修
道
士
が
中
高
ド
イ
ツ
語
で
綴
っ
た
『
ア
ン
ノ
の
歌
』
に
は
、
ロ
ー
マ
人
カ
エ

サ
ル
と
協
同
す
る
「
ド
イ
ツ
の
人
々diutischi liuti

」、「
ド
イ
ツ
の
男
た
ち

diutschi m
an

」
と
形
容
さ
れ
る
人
々
が
登
場
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
こ
れ
は

元
来
起
源
説
話
を
持
た
な
か
っ
た
「
ド
イ
ツ
人
」
が
、
共
属
意
識
を
醸
成
し

来
っ
た
発
露
で
あ
り
、
エ
ト
ノ
ス
生
成
の
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
み
な
し
う

る
。
叙
任
権
闘
争
の
決
着
を
み
た
ヴ
ォ
ル
ム
ス
協
約
（
一
一
二
二
年
）
の
教
皇

側
の
文
書
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
歴
代
の
諸
王
が
一
貫
し
て
忌
避
し
て

き
た
「
ド
イ
ツ
王
国regnum

 Teutonicum

」
の
名
辞
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ



一
一

る
。　

　

だ
が
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
王
権
は
引
き
続
き
「
ロ
ー
マ
人
の
王rex 

R
om

anorum
」
を
称
号
と
し
て
名
乗
り
続
け
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
一
五
七

年
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
宮
廷
書
記
局
が
国
名
と
し
て
使
い
始

め
た
「
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国sacrum

 im
perium

 R
om

anum

」
を
、
一
二
五
四
年

以
後
定
着
さ
せ
る
に
い
た
る
。
ド
イ
ツ
王
権
の
か
く
も
強
力
な
「
ロ
ー
マ
」
へ

の
執
着
の
理
由
を
、
自
ら
が
ド
イ
ツ
王
権
の
血
脈
に
連
な
る
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
司

教
オ
ッ
ト
ー
の
著
作
『
年
代
記
』（
一
二
世
紀
中
葉
）
が
解
き
明
か
し
て
く
れ
る
。

彼
は
人
間
の
歴
史
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
ペ
ル
シ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
ロ
ー
マ
の
四

つ
の
帝
国
を
閲
し
終
末
を
迎
え
る
と
い
う
、
周
知
の
「
四
世
界
帝
国
論
」
を
論

じ
、
帝
権
移
転
論
の
枠
組
の
中
で
カ
ー
ル
大
帝
や
オ
ッ
ト
ー
一
世
ら
を
ロ
ー
マ

皇
帝
権
の
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。「
ド
イ
ツ
人
」
が
、「
ド
イ

ツ
人
の
ロ
ー
マ
帝
国
」
と
い
う
一
言
に
集
約
さ
れ
る
「
国
家
」
と
「
民
族
」
の

関
係
性
に
お
い
て
、
つ
い
に
そ
の
歴
史
的
理
論
化
の
段
階
に
ま
で
達
し
、
そ
う

し
た
意
味
で
、
著
者
は
「
ド
イ
ツ
史
の
始
ま
り
」
の
終
点
を
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
司

教
に
よ
る
帝
権
移
転
論
の
時
期
に
措
定
す
る
の
で
あ
る
。
八
四
三
年
に
開
始
し

た
「
始
ま
り
」
は
、
約
三
世
紀
の
時
を
経
て
こ
こ
に
そ
の
終
局
を
見
た
の
で
あ

る
。

　

主
題
の
根
本
性
、
史
料
と
文
献
渉
猟
の
網
羅
性
、
徹
底
し
て
考
え
抜
い
た
書

き
手
だ
け
が
も
つ
日
本
語
の
品
格
、
多
層
的
で
あ
り
な
が
ら
堅
固
な
論
理
展
開

な
ど
、
本
書
は
稀
な
完
成
度
を
示
す
著
作
で
あ
る
。
本
書
に
よ
っ
て
我
が
国
の

ド
イ
ツ
中
世
史
学
は
、
さ
ら
に
新
し
い
段
階
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
評
さ
れ
よ

う
。


